
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

規

則

大
分
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

告

示

指
定
希
少
野
生
動
植
物
の
指
定
案
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
定
施
設
の
設
置
許
可
申
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

大
規
模
小
売
店
舗
に
関
す
る
意
見
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定
及
び
縦
覧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

指
定
予
定
保
安
林
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

保
安
林
の
皆
伐
面
積
の
限
度
の
公
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

大
分
県
青
少
年
の
森
及
び
大
分
県
平
成
森
林
公
園
の
利
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
の
委
託
…
…
…
…
五

付
保
義
務
の
発
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

公

告

契
約
者
等
の
公
示
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

〇
規

則

大
分
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
七
十
二
号

大
分
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
大
分
県
規
則
第
百
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

二
号
と
す
る
。

第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
中
８
を
削
り
、
９
を
８
と
す
る
。

第
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
中
６
を
削
り
、
７
を
６
と
す
る
。

第
四
号
様
式
か
ら
第
六
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「㊞

」
及
び
備
考
２
を
削
り
、
備
考
３
を
備
考
２
と
す

る
。第

七
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
告

示

大
分
県
告
示
第
三
百
八
十
九
号

大
分
県
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
大
分
県
条
例
第
十
四
号
）
第
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
希
少
野
生
動
植
物
を
指
定
希
少
野
生
動
植
物
と
し
て
指
定
す
る
予
定
で
あ

る
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
案
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
指
定
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
対
し
、
当

該
指
定
案
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

指
定
す
る
希
少
野
生
動
植
物

サ
ク
ラ
ソ
ウ
（
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
）

二

指
定
の
理
由

個
体
の
生
育
又
は
生
息
環
境
の
著
し
い
悪
化
等
に
よ
り
、
そ
の
種
の
存
続
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ

り
、
特
に
保
護
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

三

指
定
案
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

１

縦
覧
場
所

大
分
県
生
活
環
境
部
自
然
保
護
推
進
室

２

縦
覧
期
間

令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
同
月
十
四
日
ま
で

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
号

令

和

三

年

（ 火 曜 日 ）

第

二

一

二

号

六

月

一

日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

佐
伯
印
刷
㈱

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
報
（
規
則
・
告
示
）

一



種

類

ろ
過
施
設

能

力

三
〇
〇
Ｌ
／
分

工

事

着

手

予

定

年

月

日

許
可
後

工

事

完

成

予

定

年

月

日

許
可
後

使

用

開

始

予

定

年

月

日

許
可
後

使

用

時

間

間

隔

連
続

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

二
〇
分

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

〇
・
五

一

汚
水

等
の

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五

四

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎

／
ℓ

九
〇
〇

一
、
〇
〇
〇

汚
染

状
態

の
値

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎

／
ℓ

七
〇
〇

七
五
〇

浮

遊

物

質

量

㎎

／
ℓ

五
〇

六
〇

窒

素

含

有

量

㎎

／
ℓ

一
以
下

一
以
下

り

ん

含

有

量

㎎

／
ℓ

一
以
下

一
以
下

排

水

口

名

№１

一

日

当

た

り

の

排

出

水

量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

三
五
〇

一
、
〇
〇
〇

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八
〜
八
・
六

五
・
八
〜
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎

／
ℓ

―

―

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎

／
ℓ

二

三

浮

遊

物

質

量

㎎

／
ℓ

二

三

窒

素

含

有

量

㎎

／
ℓ

〇

一

り

ん

含

有

量

㎎

／
ℓ

〇

一

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

三
、
〇
〇
〇
以
下

三
、
〇
〇
〇
以
下

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン
抽
出
物
質
含
有
量

㎎

／
ℓ

一
以
下

七

そ

の

他

参

考

と

な

る

べ

き

事

項

雨
水
お
よ
び
冷
却
水
の
み

排

水

口

名

№２
〜
№６

一

日

当

た

り

の

排

出

水

量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

―

―

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

―

―

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
が
あ
っ
た
。

な
お
、
次
の
と
お
り
当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果

に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

申
請
の
概
要

１

申
請
者
の
住
所
及
び
名
称
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

宇
佐
市
大
字
山
本
二
千
二
百
三
十
一
番
地
一

三
和
酒
類
株
式
会
社

代
表
取
締
役

下

田

雅

彦

２

特
定
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

宇
佐
市
大
字
山
本
二
千
二
百
三
十
一
番
地
一

三
和
酒
類
株
式
会
社

本
社
工
場

３

設
置
さ
れ
る
特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
十
号
ニ

ろ
過
施

設

４

汚
水
等
の
処
理
の
方
法

設
置
さ
れ
る
特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
は
、
全
て
公
共
下
水
道
へ
放
流
す
る
。

５

排
出
水
の
量
及
び
汚
染
状
態
の
値

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
報
（
告
示
）

二



汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎

／
ℓ

―

―

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎

／
ℓ

―

―

浮

遊

物

質

量

㎎

／
ℓ

―

―

窒

素

含

有

量

㎎

／
ℓ

―

―

り

ん

含

有

量

㎎

／
ℓ

―

―

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

―

―

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン
抽
出
物
質
含
有
量

㎎

／
ℓ

―

―

そ

の

他

参

考

と

な

る

べ

き

事

項

雨
水
の
み

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

事

業

名

地

区

名

縦

覧

期

間

縦
覧
場
所

県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

令
三
・

六
・

一
か
ら

二

事
前
評
価
に
関
す
る
書
面
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
場
所

１

縦
覧
期
間

令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で

２

縦
覧
場
所

大
分
県
生
活
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
宇
佐
市
役
所

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
一
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
宇
佐
市
長
か

ら
次
の
と
お
り
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ト
キ
ハ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
宇
佐
四
日
市
店

宇
佐
市
四
日
市
鬼
枝
百
四
番
二

二

意
見
の
概
要

交
通
に
つ
い
て

三

関
係
書
類
の
縦
覧

１

縦
覧
期
間

令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
同
年
七
月
一
日
ま
で

２

縦
覧
場
所

大
分
県
商
工
観
光
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
課
及
び
大
分
県
北
部
振
興
局

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
二
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
明
磧
町
自
治

会
長
か
ら
次
の
と
お
り
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（
仮
称
）
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
奥
田
店

大
分
市
奥
田
明
磧
一
丁
目
六
十
七
番
一

外

二

意
見
の
概
要

１

営
業
時
間
に
つ
い
て

２

周
辺
道
路
に
つ
い
て

３

建
物
敷
地
に
つ
い
て

４

臭
気
及
び
騒
音
に
つ
い
て

三

関
係
書
類
の
縦
覧

１

縦
覧
期
間

令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
同
年
七
月
一
日
ま
で

２

縦
覧
場
所

大
分
県
商
工
観
光
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
課

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
三
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内

に
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
報
（
告
示
）

三



（
区
画
整
理
）

宮
平
地
区

令
三
・

六
・
二
一
ま
で

竹
田
市
役
所

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

日
田
市
大
字
花
月
字
石
河
内
四
〇
二
三
番
、
四
〇
二
四
番

二

指
定
の
目
的

か
ん

水
源
の
涵
養

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産
部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県

西
部
振
興
局
並
び
に
日
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

日
田
市
大
字
東
有
田
字
竹
尾
ノ
上
五
七
八
二
番
一
、
字
竹
ノ
尾
五
七
八
四
番
三
、
字
ゴ
リ
ウ
谷
五
八
八

一
番
一
か
ら
五
八
八
一
番
三
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

字
竹
尾
ノ
上
五
七
八
二
番
一
・
字
竹
ノ
尾
五
七
八
四
番
三
・
字
ゴ
リ
ウ
谷
五
八
八
一
番
一
（
以
上

三
筆
に
つ
い
て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
五
八
八
一
番
二
、
五
八
八
一
番
三

㈡

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

㈢

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈣

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産

部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
西
部
振
興
局
並
び
に
日
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

竹
田
市
大
字
九
重
野
字
紺
屋
奥
四
九
一
番
一
三
四

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

字
紺
屋
奥
四
九
一
番
一
三
四
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

㈡

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

㈢

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈣

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
報
（
告
示
）

四
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〰
〰
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〰
〰
〰
〰
〰

保

安

林

種

単
位
区
域
名

許
可
で
き
る
面
積
の
限
度
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

水
源
か
ん
養
保
安
林

山

国

川

地

区

駅

館

川

地

区

西

国

東

地

区

東

国

東

地

区

別

府

地

区

大

分

川

地

区

大

野

川

地

区

北

海

部

地

区

番

匠

川

地

区

北

川

上

流

地

区

日

田

地

区

玖

珠

川

地

区

四
六
四
・
八
一

五
四
一
・
八
七

〇
・
六
六

一
〇
二
・
一
六

二
二
〇
・
五
一

五
四
六
・
四
三

一
、
五
四
六
・
一
三

一
九
〇
・
二
〇

九
四
二
・
五
四

八
四
二
・
五
三

六
〇
六
・
三
八

七
八
〇
・
五
七

土
砂
流
出
防
備
保
安
林

山

国

川

地

区

駅

館

川

地

区

西

国

東

地

区

東

国

東

地

区

別

府

地

区

大

分

川

地

区

大

野

川

地

区

北

海

部

地

区

番

匠

川

地

区

北

川

上

流

地

区

日

田

地

区

一
八
二
・
六
二

二
七
・
七
九

二
八
・
〇
八

五
五
・
五
〇

三
四
・
五
九

一
三
二
・
六
二

一
四
二
・
二
九

一
〇
七
・
一
八

三
六
七
・
二
六

三
四
・
〇
八

一
三
六
・
六
八

玖

珠

川

地

区

二
九
・
一
一

土
砂
崩
壊
防
備
保
安
林

大

分

川

地

区

番

匠

川

地

区

日

田

地

区

〇
・
〇
八

〇
・
〇
八

〇
・
一
八

防
風
保
安
林

別

府

地

区

〇
・
一
四

干
害
防
備
保
安
林

山

国

川

地

区

駅

館

川

地

区

西

国

東

地

区

東

国

東

地

区

大

分

川

地

区

大

野

川

地

区

北

海

部

地

区

番

匠

川

地

区

日

田

地

区

玖

珠

川

地

区

三
・
六
六

三
・
四
三

四
一
・
四
二

三
・
〇
八

〇
・
九
四

四
・
七
二

一
・
〇
六

二
四
・
八
〇

一
一
・
八
四

六
・
九
四

保
健
保
安
林

大

分

北

部

地

区

大

分

南

部

地

区

一
七
・
六
四

九
二
・
五
八

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産

部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
豊
肥
振
興
局
並
び
に
竹
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
七
号

令
和
三
伐
採
年
度
に
お
け
る
保
安
林
の
皆
伐
に
よ
る
立
木
の
伐
採
に
つ
き
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
す
べ
き
面
積
の
限
度
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
八
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
大
分
県
青
少
年
の
森
及
び
大
分
県
平
成
森
林
公
園
の
利
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
委
託
し

た
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

受
託
者
の
住
所
及
び
名
称

大
分
市
花
園
二
丁
目
六
番
四
六
号

公
益
財
団
法
人
森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た

理
事
長

重

本

悟

二

委
託
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

大
分
県
告
示
第
三
百
九
十
九
号

佐
伯
市
加
入
区
に
つ
い
て
、
漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
報
（
告
示
）

五



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

指
定
区

域
の
名

称

所

在

地

市
町
村

大

字

字

地

番

第
二
笹

ヶ
平

宇
佐
市

安
心
院

町

笹
ヶ
平

焼
山

屋
敷

二
八
八
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
か
ら
三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の

東
側
の
部
分
）

三
一
三
番
の
一
部
（
標
柱
三
号
と
四
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部

分
）
、
三
一
四
番
の
一
部
（
標
柱
三
号
と
四
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側

の
部
分
）
、
三
一
五
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の

南
側
の
部
分
）
、
三
一
八
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ

線
の
南
側
の
部
分
）
、
三
一
九
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結

ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、
三
二
〇
番
、
三
二
一
番
一
の
一
部
（
標

柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、
三
二
二
番
一
の
一

部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、
三
二
二
番

二
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、
三

二
三
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部

分
）
、
三
二
四
番
か
ら
三
二
七
番
ま
で
、
三
二
八
番
の
一
部
（
標
柱

一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
三
二
九
番
の
一
部

（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
三
三
五
番
一

か
ら
三
三
五
番
八
ま
で
、
三
三
六
番
、
三
三
七
番
、
三
三
八
番
一
、

三
三
八
番
二
の
一
部
（
標
柱
四
号
と
五
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部

分
）
、
三
三
九
番
か
ら
三
四
三
番
ま
で
、
三
四
四
番
の
一
部
（
標
柱

四
号
と
五
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
及
び
三
四
五
番
一
の
一

部
（
標
柱
四
号
と
五
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）

宮
尾

大
分
市

宮
尾

義
徳

一
一
五
九
、
一
一
六
〇
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線

の
北
側
の
部
分
）
、
一
一
六
一
番
か
ら
一
一
七
一
番
ま
で
、
一
一
七

一
番
二
、
一
一
七
二
番
、
一
一
七
三
番
一
か
ら
一
一
七
三
番
三
ま
で

西
ノ
畑

及
び
一
一
七
四
番
か
ら
一
一
七
七
番
ま
で

一
六
三
〇
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
か
ら
三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線

の
北
側
の
部
分
）

荒
尾

豊
後
高

田
市

荒
尾

高
内

山
内

ミ
子
ノ

下ミ
子
ハ

タ

九
〇
三
番
の
一
部
（
標
柱
六
号
か
ら
二
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の

東
側
の
部
分
）

九
二
二
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
北
側
の
部

分
）
、
九
二
三
番
、
九
二
四
番
一
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
六
号
を
結

ん
だ
線
の
北
側
の
部
分
）
、
九
二
四
番
二
、
九
二
四
番
三
、
九
二
五

番
の
一
部
（
標
柱
一
号
か
ら
三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
南
側
の

部
分
）
、
九
二
六
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
か
ら
三
号
ま
で
を
順
次
結

ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、
九
四
七
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号

を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、
九
四
八
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
と

三
号
を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、
九
四
九
番
一
か
ら
九
四
九
番

四
ま
で
、
九
五
〇
番
一
か
ら
九
五
〇
番
三
ま
で
及
び
九
五
一
番
の
一

部
（
標
柱
一
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
北
側
の
部
分
）

九
五
二
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
北
側
の
部

分
）
、
九
五
三
番
一
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
北

側
の
部
分
）
、
九
五
三
番
二
、
九
五
四
番
一
、
九
五
四
番
二
、
九
五

五
番
一
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
北
側
の
部

分
）
、
九
五
五
番
二
、
九
五
六
番
一
、
九
五
六
番
二
、
九
五
八
番
一

の
一
部
（
標
柱
五
号
か
ら
一
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
北
側
の
部

分
）
、
九
五
八
番
二
か
ら
九
五
八
番
四
ま
で
、
九
五
九
番
一
の
一
部

（
標
柱
五
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
北
側
の
部
分
）
、
九
五
九
番

二
、
九
六
一
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
か
ら
五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ

線
の
南
側
の
部
分
）
、
九
六
三
番
一
の
一
部
（
標
柱
五
号
と
六
号
を

結
ん
だ
線
の
北
側
の
部
分
）
及
び
九
六
三
番
二

九
八
四
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部

分
）
及
び
九
八
六
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
南

側
の
部
分
）

殿
町

竹
田
市

竹
田

向
丁

二
〇
一
二
番
一
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の

部
分
）
、
二
〇
一
二
番
二
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線

の
東
側
の
部
分
）
、
二
〇
一
三
番
及
び
二
〇
二
〇
番
一
の
一
部
（
標

柱
一
号
か
ら
五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）

こ
れ
ら
の
土
地
に
伴
う
国
有
地
等
無
番
地
の
全
部

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ

た
も
の
と
認
め
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
四
百
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
四
百
一
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
指
定
を
次
の
と
お
り
更
新
し
た
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
報
（
告
示
）

六



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

名

称

一
般
財
団
法
人
大
分
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

住

所

大
分
市
生
石
二
丁
目
一
番
三
十
号

二

業
務
区
域

大
分
県
全
域

三

指
定
の
有
効
期
間

令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
五
年
間

〇
公

告

次
の
と
お
り
契
約
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

随
意
契
約
に
係
る
役
務
の
名
称
及
び
数
量

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
使
用
及
び
サ
ポ
ー
ト

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

大
分
県
総
務
部
電
子
自
治
体
推
進
室

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号

三

随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
四
月
一
日

四

随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

富
士
通
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社
大
分
支
社

支
社
長

日

高

健

司

大
分
市
東
春
日
町
十
七
番
五
十
八
号

五

随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

五
千
三
百
四
十
四
万
九
千
四
百
四
十
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。
）

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
の
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三

百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当

次
の
と
お
り
契
約
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

随
意
契
約
に
係
る
役
務
の
名
称
及
び
数
量

令
和
三
年
度
大
分
県
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
運
用
管
理
業
務

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

大
分
県
総
務
部
電
子
自
治
体
推
進
室

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号

三

随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
四
月
一
日

四

随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
オ
ー
イ
ー
シ
ー

代
表
取
締
役
社
長

加

藤

健

大
分
市
東
春
日
町
十
七
番
五
十
七
号

五

随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

四
千
五
百
六
十
七
万
二
千
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。
）

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
の
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三

百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当

次
の
と
お
り
契
約
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

随
意
契
約
に
係
る
役
務
の
名
称
及
び
数
量

令
和
三
年
度
税
総
合
及
び
自
動
車
税
シ
ス
テ
ム
維
持
管
理
委
託
業
務

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

大
分
県
総
務
部
税
務
課

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号

三

随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
四
月
一
日

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
報
（
告
示
・
公
告
）

七



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

四

随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

富
士
通
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社
大
分
支
社

支
社
長

日

高

健

司

大
分
市
東
春
日
町
十
七
番
五
十
八
号

五

随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

五
千
五
百
三
十
八
万
七
千
二
百
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。
）

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
の
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三

百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
す
る
。

令
和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

開
催
期
日

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
七
月
二
十
七
日
ま
で

二

開
催
場
所

竹
田
市
久
住
町
大
字
久
住
三
九
八
九
―
一

大
分
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
部

三

家
畜
の
種
類

牛

四

受
講
資
格

家
畜
人
工
授
精
師
免
許
証
（
牛
）
を
有
す
る
者 令

和
三
年
六
月
一
日

大
分
県
報
（
公
告
）

八


